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水
利
事
業
へ
の
挑
戦

か
ん
ば
つ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
、
特
に
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
は
今
年
も
旱
魃
の
収
ま
る
気
配
が
な
い
。
絶
対
的
な
降
雪

量
の
減
少
に
加
え
、
巨
大
な
貯
水
漕
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
高
山
の
雪
が
、
温
暖
化
で
速
や
か
に
解
け
下
り
、

保
水
力
が
著
し
く
低
下
し
て
旱
魃
被
害
を
大
き
な
も
の
に
し
て
い
る
。
地
下
水
位
の
減
少
も
依
然
と
し
て
続
き
、

か

な

り

の

地

域

が

砂

漠

化

し

つ

つ

あ

る

。

'ふ
も
と

こ
の
傾
向
は
海
抜
四
千
メ
ー
ト
ル
級
以
下
の
山
の
麓
で
著
し
い
。
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
は
北
に
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山

脈
、
南
に
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
脈
で
挟
ま
れ
た
領
域
で
、
両
山
脈
と
も
、
四
千
数
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。
対
照
的

に
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
に
隣
接
す
る
ク
ナ
ー
ル
州
で
は
、
六
千
、
七
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ

山
脈
最
高
峰
の
雪
解
け
水
が
ク
ナ
ー
ル
河
を
豊
富
に
潤
し
、
旱
魃
は
生
じ
て
い
な
い
。
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水利事業への挑戦

P
M
S
で
は
北
部
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
、
カ
レ
ー
ズ
の
再
生
と
灌
漑
井
戸
の
対
策
を
施
し
、
約
一
＿
万
名

の
住
民
の
生
存
を
可
能
に
し
て
き
た
が
、
将
来
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
に
も
限
界
が
あ
る
。
唯
一
の
対
策
は
、

1

豊
富
な
ク
ナ
ー
ル
河
水
系
の
利
用

2

春
か
ら
夏
に
氣
速
に
流
れ
下
る
小
河
川
の
水
の
給
栢

こ
れ
以
外
に
生
苔
残
る
力
策
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
情
を
若
慮
し
、
今
後
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
以
下
の
対

策
を
実
施
す
る
。

①
ク
ナ
ー
ル
河
（
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
最
高
峰
の
雪
に
依
仔
）
右
岸
に
用
水
路
建
設

②
同
左
岸
に
用
水
路
建
設

③
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
（
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山
系
の
雪
に
依
存
）
中
流
域
に
井
堰
、
堤
の
建
設

④
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
河
（
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
系
の
雪
に
依
存
）
流
域
の
井
堰
、
溜
池
、
堤

⑤
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
地
下
水
路
（
カ
レ
ー
ズ
）
の
補
強

⑥
灌
漑
井
戸
に
よ
る
地
下
水
の
利
用

今
後
、
上
記
の
対
策
を
講
す
る
事
で
、
少
な
く
と
も
ア
フ
ガ
ン
東
部
数
十
万
人
の
難
民
化
を
防
止
、
ま
た
は
呼

び
戻
す
事
が
可
能
で
あ
る
。
他
に
誰
も
や
ら
な
け
れ
ば
、

TO
を
つ
け
う
る
も
の
か
ら
早
忍
に
実
施
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

計
画
⑥
（
灌
漑
井
戸
）
は
成
功
裏
に
進
行
中
。
計
画
①
万
ク
ナ
ー
ル
河
右
岸
水
路
）
、
計
圃
③
（
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー

ル
井
堰
）
は
、
一
五
年
計
画
の
第
一
弾
と
し
て
直
ち
に
実
施
し
、
砂
漠
化
し
た
耕
作
地
を
緑
化
、
難
民
化
し
た
農

民
を
呼
び
戻
す
と
共
に
、
新
た
な
開
墾
や
牧
草
地
を
期
待
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
推
定
一

0
万
人
前
後
の
難
民
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帰
還
と
自
給
自
足
を
目
指
し
て
い
る
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
過
去
最
大
の
挑
戦
だ
と
言
え
る
。

(
2
0
0
3
.
4
)
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こ
の
た
び
、

ニ
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
・
平
和
と
国
際
理
解
部
門
」
で
表
彰
が
決
定
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
過

分
な
評
仙
に
恐
縮
す
る
と
共
に
、
ア
ジ
ア
の
同
胞
か
ら
の
熱
い
評
価
と
し
て
、
感
銘
を
受
け
ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
決
し
て
私
一
人
の
業
績
で
は
な
く
、
身
命
を
惜
し
ま
ず
仔
務
を
尽
く
し
た
現
地

P
M
S
（ペ

／
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
三

0
0
名
の
職
貝
、
そ
し
て
こ
れ
を
二

0
年
間
、
物
心
両
面
で
支
え
て
各
た
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
員
、
一
万
二
千
名
の
会
貝
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
栄
詈
て
あ
り
ま
す
。

P
M
S
は
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
に
始
ま
り
、
ア
フ
ガ
ン
山
村
部
の
無
医
地
区
診
療
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
、
ニ

み

ぞ

う

か

ん

ば

つ

0
0
0
年
夏
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
旱
魃
に
際
し
て
は
、
餓
死
線
上
の
者
が
百
万
人
と

い
う
中
、
飲
料
水
源
の
確
保
を
行
い
、
現
れ
そ
の
数
は
一
千
力
所
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
に
よ
る
ア
フ
ガ

ひ
ら

ア
ジ
ア
の
片
隅
で
平
和
を
拓
く

マ
グ
サ
イ
サ
イ
賀
受
賞
に
寄
せ
て
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ン
報
復
爆
撃
に
際
し
て
は
、
「
い
の
ち
の
基
金
」
を
呼
び
か
け
、
空
爆
下
、
餓
死
に
直
面
す
る
約
―

1
0
刀
人
分
の

食
糧
を
大
量
輸
送
し
ま
し
た
。
現
在
、
平
和
な
農
村
の
回
復
を
目
指
し
、
沙
漠
化
し
た
農
地
を
緑
化
す
べ
く
、
川

水
跨
な
ど
の
灌
既
事
業
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
の
後
の
め
ま
く
る
し
い
政
治
的
変
化
と
移
ろ
う
国
際
的
閃
心
を
よ
そ
に
、
私
た
ち
の
現
地
事
業
は
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
旱
魃
は
収
ま
る
気
配
が
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
混
乱
を
残
し
て

再
び
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
今
後
も
変
わ
ら
ず
に
人
々
と
苦
楽
を
分
か
ち
合
い
、

一
人
の
証
言
者
と
し
て
事
実
を
訴
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
乱
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
で
の
二

0
年
の
活
動
は
、
国
境
や
宗
教
を
超
え
、
政
治
的
立
場
を

超
え
、
実
に
多
く
の
人
々
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
容
易
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
時
に
は
、
大
き
な
忍
耐
が
必
要
で
し
た
。

現
地
識
員
の
国
籍
や
民
族
、
宗
教
も
さ
ま
ご
ま
て
す
。
9

ホ
教
的
対
立
、
国
家
の
壁
、
多
数
派
民
族
と
他
の
民
族

と
の
対
立
、
部
族
対
立
、
農
村
と
都
市
の
矛
盾
、
急
激
な
近
代
化
と
伝
統
社
会
と
の
軋
礫
、
拡
大
す
る
貧
富
の
＂
走
、

そ
し
て
「
近
代
的
な
先
進
国
」
と
自
負
す
る
日
本
・
欧
米
諸
国
と
途
上
国
と
の
矛
盾
ー
—
↓
几
そ
仝
て
の
ア
ン
ア
世

界
の
対
立
と
苫
悩
の
構
凶
を
、
私
た
ち
自
身
が
引
ぎ
す
っ
て
苔
ま
し
た
。

こ
の

111
で
、
異
な
る
人
々
の
互
い
に
協
力
し
合
え
た
の
は
、
お
そ
ら
く
私
た
ち
が
「
い
の
ち
」
を
尊
び
、
人
と

し
て
の
一
致
点
を
探
る
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
確
信
と
結
論
は
、

多
様
な
ア
ジ
ア
世
界
に
あ
っ
て
、
相
互
の
相
違
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
人
と
し
て
共
有
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
い
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ア/アの片隅で平和を拓く

う
事
実
で
す
。

昨
今
、
日
本
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
家
的
暴
力
行
使
が
平
然
と
是
認
さ
れ
る
国
際
社
会
の
風
潮
の
中
で
、
弱

い
立
場
の
ア
ジ
ア
の
同
胞
は
言
葉
を
奪
わ
れ
、
心
あ
る
者
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
、
人
と
し
て
の
誇
り
と
平
和
な
生
活
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
酎
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
;

し
か
し
、
暴
力
に
よ
っ
て
立
つ
者
が
暴
力
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
の
も
ま
た
、
人
類
史
の
鉄
則
で
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
片
隅
で
行
わ
れ
た
私
た
ち
の
小
さ
な
努
力
が
、
い
か
な
る
既
成
の
立
場
も
先
入
観
も
超
え
、
共
生
と

融
和
の
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
切
り
開
く
‘
―
つ
の
拾
石
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

(
2
0
0
3
.
7
.
2
9
)
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
や
現
状
を
語
る
と
き
に
大
切
な
の
は
、
い
か
な
る
視
点
で
何
を
見
た
か
で
あ
る
。
現

場
で
一
連
の
経
過
を
見
て
き
た
私
た
ち
に
は
、
米
国
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
以
後
、
い
わ
ゆ
る
国
際
世
論
が
何
か
に

憑
か
れ
た
よ
う
に
急
変
し
、
現
状
の
伝
達
が
あ
る
種
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
選
択
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
ぬ
ぐ
い

切
れ
な
い
。

ま
た
、
伝
え
る
側
の
取
材
の
範
囲
と
対
象
に
制
約
も
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
大
半
は
「
地
方
」
で
あ
る
。

東
部
農
村
地
帯
に
根
を
張
る
私
た
ち
か
ら
見
る
と
、
外
国
人
が
比
較
的
自
由
に
出
入
り
で
き
る
首
都
カ
ー
ブ
ル
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
特
殊
地
域
だ
。
そ
の
上
、
限
ら
れ
た
知
識
層
・
富
裕
層
と
の
接
触
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

加
え
て
、
複
雑
な
民
族
分
布
と
地
域
差
、
言
葉
の
壁
、
一
般
人
が
外
国
人
に
本
音
を
語
れ
な
い
事
情
、
流
動
的
な

ア
フ
ガ
ン
復
興
の
帰
結
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アフガン復興の帰結

情
勢
な
ど
も
あ
っ
て
、
短
期
の
観
察
で
は
ど
う
し
て
も
全
体
像
が
つ
か
み
に
く
い
。

そ
の
好
例
が
、
一
時
盛
ん
に
取
り
ざ
た
さ
れ
た
女
性
の
か
ぶ
り
物
（
ブ
ル
カ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
キ
ス
タ
ン

北
西
辺
境
州
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
に
か
け
て
着
用
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な
女
性
の
外
出
着
で
、
さ
し
ず
め

日
本
の
和
服
に
相
当
す
る
。
こ
れ
が
女
性
差
別
の
象
徴
と
し
て
、
「
悪
の
タ
リ
バ
ン
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
、
「
ア
フ
ガ
ン
解
放
」
と
い
う
名
の
戦
争
を
正
当
化
す
る
一
助
と
な
っ
た
。

確
か
に
首
都
カ
ー
ブ
ル
の
ご
く
限
ら
れ
た
上
流
層
の
間
で
、
西
欧
的
な
「
自
由
な
空
間
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
。

そ
れ
が
崩
れ
た
の
は
、
九
二
年
四
月
に
旧
ナ
ジ
プ
ラ
共
産
政
権
が
倒
れ
た
直
後
で
あ
る
。
首
都
に
な
だ
れ
込
ん
だ

党
派
（
旧
七
派
暫
定
政
権
）
の
間
で
激
し
い
内
部
抗
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
略
奪
や
婦
女
暴
行
が
横
行
し
た
。
わ

ず
か
三
年
間
で
、
市
街
戦
に
よ
っ
て
首
都
の
三
分
の
二
が
破
壊
さ
れ
、
二
万
人
の
市
民
が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
。

九
六
年
九
月
、
モ
ラ
ル
の
点
で
潔
癖
な
タ
リ
バ
ン
勢
力
が
首
都
を
陥
落
さ
せ
、
無
秩
序
状
態
を
収
拾
し
た
と
き
、

「
ブ
ル
カ
着
用
令
」
は
治
安
回
復
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
路
上
を
素
顔
で
歩
く
こ
と
自
体
が
女
性
に
と
っ
て
危

険
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
「
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
人
権
侵
害
」
と
し
て
非
難
の
対
象
と
な
っ
た
公
開
処
刑
、
売
春
や
婦
女
暴
行
に
対

す
る
厳
し
い
罰
則
、
日
に
五
回
の
礼
拝
の
義
務
づ
け
な
ど
は
、
実
は
ア
フ
ガ
ン
農
村
社
会
の
日
常
だ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
首
都
の
限
ら
れ
た
空
間
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
外
国
人
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
厳
し
い
掟
に
驚
き
、
「
野

蛮
な
中
世
的
統
治
」
と
の
一
方
的
理
解
を
抱
い
て
、
い
っ
せ
い
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
退
去
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
地
方
農
民
や
下
層
の
都
市
民
た
ち
は
、
当
面
の
生
命
の
危
険
が
遠
の
い
た
こ
と
を
む
し
ろ
歓
迎
し
た
が
、
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そ
の
声
は
世
界
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
実
際
、
現
在
の
「
解
放
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ル
」
で
す
ら
、
素
顔
で
歩
く
若
い

女
性
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
（
幼
い
少
女
や
老
人
は
ブ
ル
カ
を
か
ぶ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
）
。

こ
う
し
た
事
実
を
、
「
ア
フ
ガ
ン
復
輿
」
を
語
る
際
に
は
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
。
何
を
も
っ
て
復
興
と
す
る
の

か
、
空
爆
と
外
国
軍
進
駐
に
よ
っ
て
何
が
破
壊
さ
れ
た
の
か
。
大
多
数
の
も
の
言
わ
ぬ
人
々
の
動
向
を
知
る
こ
と

な
し
に
、
現
状
は
語
り
得
な
い
。
私
た
ち
が
伝
え
う
る
こ
と
が
、
主
に
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
限
ら
れ
た
地
方
の
実
情

で
あ
る
こ
と
も
確
か
だ
。
し
か
し
、
表
層
の
政
治
現
象
だ
け
で
は
見
え
ぬ
水
面
下
の
う
ね
り
を
、
多
少
な
り
と
も

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

国
際
社
会
の
甘
す
ぎ
た
認
識

二
0
0
一
年
九
月
―
一
日
、
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
、
「
対
テ
ロ
戦
争
・
ア
フ
ガ
ン
報
復
爆
撃
」

と
い
う
図
式
が
い
つ
の
間
に
か
定
着
し
、
先
進
諸
国
の
大
部
分
が
こ
れ
を
支
持
し
た
。
「
湾
岸
ト
ラ
ウ
マ
」
を
抱

え
、
憲
法
改
正
を
企
図
す
る
日
本
の
政
治
指
導
者
た
ち
も
ま
た
、
「
難
民
支
援
の
一
環
」
と
称
し
て
こ
れ
に
便
乗
、

参
戦
を
既
成
事
実
と
し
た
。

こ
う
し
て
平
和
的
な
意
見
や
冷
静
な
現
状
認
識
は
軽
々
と
無
視
さ
れ
、
中
立
的
な
発
言
さ
え
「
偏
っ
た
一
部
の

見
方
」
と
さ
れ
て
、
実
体
の
な
い
「
国
際
世
論
」
が
説
得
力
を
持
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
年
一
〇

月
、
ア
フ
ガ
ン
空
爆
が
強
行
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
土
の
九
割
を
実
効
支
配
し
て
い
た
タ
リ

バ
ン
政
権
が
―
一
月
に
は
崩
壊
、
米
英
に
擁
立
さ
れ
た
カ
ル
ザ
イ
新
政
権
が
発
足
し
た
。
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
が
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「
ア
フ
ガ
ン
解
放
」

の
映
像
を
伝
え
、

翌

0
二
年
一
月
に
は
、

「
ア
フ
ガ
ン
復
興
支
援
・
東
京
会
議
」

で
日
本
中
が

沸
い
た
。

東
京
会
議
の
後
、
あ
る
ア
フ
ガ
ン
政
府
官
僚
は
「
突
然
月
世
界
か
ら
や
っ
て
き
た
よ
う
な
連
中
に
、
実
情
を
無

視
し
て
何
が
で
き
る
」
と
怒
り
を
ぶ
ち
ま
け
た
。
東
京
会
議
の
意
向
を
受
け
て
、
教
育
・
女
性
問
題
な
ど
に
援
助

が
集
中
し
た
が
、
現
実
に
は
そ
れ
よ
り
先
に
取
り
組
む
べ
き
切
迫
し
た
問
題
が
あ
っ
た
。
―

]
0
0
0
年
夏
以
来
の

か
ん
ば
つ

激
し
い
旱
魃
で
、
多
く
の
ア
フ
ガ
ン
人
が
生
存
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
報
道

さ
れ
た
の
は
、
首
都
の
一
部
の
限
ら
れ
た
動
き
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
が
世
界
中
に
明
る
い
復
輿
ム
ー
ド
を
演
出
し
、

次
第
に
ア
フ
ガ
ン
報
道
は
紙
面
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
私
た
ち
が
訴
え
続
け
て
き
た
大
旱
魃
の
惨
状
が
真
剣
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

大
部
分
の
農
村
地
帯
や
都
市
貧
困
層
に
と
っ
て
は
、
タ
リ
バ
ン
政
権
出
現
以
前
、
す
な
わ
ち
九
二
年
の
共
産
政

権
崩
壊
後
の
無
秩
序
状
態
が
再
来
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
新
政
権
は
山
の
よ
う
な
難
題
を
抱
え
て
発
足
し
た
。

か
ろ
う
じ
て
首
都
カ
ー
ブ
ル
に
は

I
S
A
F
（
国
際
治
安
支
援
部
隊
）
―
-
千
人
が
進
駐
し
た
も
の
の
、
軍
閥
が
各

地
に
割
拠
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
の
威
光
は
カ
ー
ブ
ル
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
米
軍
は
終
始
、
安
全

な
上
空
に
と
ど
ま
り
、
危
険
な
地
上
戦
を
各
地
域
の
「
反
タ
リ
バ
ン
軍
閥
」
に
請
け
負
わ
せ
た
。
こ
の
た
め
、
大

量
の
武
器
と
資
金
が
各
軍
閥
に
流
さ
れ
、
大
混
乱
を
現
出
し
た
。

事
実
、
カ
ル
ザ
イ
現
大
統
領
は
米
軍
特
殊
部
隊
に
守
ら
れ
、

0
二
年
秋
か
ら
米
軍
が
民
政
に
関
与
、
一
般
民
衆

は
ま
と
も
な
「
ア
フ
ガ
ン
政
権
」
が
誕
生
し
た
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
全
体
の
状
況
を
眺
め
る
と
、
米
軍
は
カ
ル
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ザ
イ
政
権
を
擁
立
し
な
が
ら
、
他
方
で
国
家
統
一
を
阻
む
地
方
軍
閥
を
支
え
る
と
い
う
奇
怪
な
構
図
に
な
っ
て
い

る。

0
二
年
九
月
、
カ
ン
ダ
ハ
ル
訪
問
中
に
暗
殺
未
遂
が
起
き
て
以
後
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
は
地
方
に
一
歩
も
出

た
こ
と
が
な
い
。

い
ま
や
国
連
職
員
を
は
じ
め
誰
も
が
、
タ
リ
バ
ン
統
治
時
代
の
治
安
の
良
さ
を
ひ
そ
か
に
懐
か
し
み
始
め
て
い

る
。
盛
大
に
復
活
し
た
ケ
シ
栽
培
が
象
徴
的
で
あ
る
。
大
飢
饉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厳
格
な
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
下

で
は
ケ
シ
栽
培
は
絶
滅
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の
に
、
わ
ず
か
一
年
間
で
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
不
名
誉
な
「
世

界
最
大
の
麻
薬
供
給
国
」
に
の
し
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

―
つ
の
秩
序
が
崩
壊
し
た
後
に
い
っ
た
い
何
が
起
き
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
そ
れ
を
収
拾
す
る
の
か
に
つ
い
て
、

国
際
社
会
の
認
識
が
あ
ま
り
に
楽
観
的
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
少
な
く
と
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い

て
は
、
「
圧
政
か
ら
の
解
放
」
と
は
、
い
か
な
る
意
味
で
も
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
政
権
や
カ
ン
ポ
ジ
ア
の
ポ
ル
・
ポ
ト

政
権
か
ら
の
解
放
に
た
と
え
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
フ
ガ
ン
復
興
と
は
、
自
ら
破
壊
し
た
も
の
の
後
始
末

で
し
か
な
い
。

泥
沼
化
す
る
軍
事
行
動

行
政
機
構
の
整
備
も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
実
情
を
知
る
政
府
官
僚
は
危
機
を
感
じ
て
い
る
。
約
束
さ
れ
た
援

助
の
大
半
は
国
連
や

N
G
o
（
非
政
府
組
織
）
を
通
し
て
行
わ
れ
た
か
ら
、
政
府
が
実
際
に
受
け
取
っ
た
額
は
三

0
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
と
ど
ま
り
、
月
給
数
十
ド
ル
の
役
人
の
給
与
さ
え
ま
と
も
に
支
払
わ
れ
な
い
。
対
照
的
に
、
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国
連
や
外
国
の
支
援
団
体
は
そ
の
数
倍
も
の
高
給
で
人
材
を
屑
用
し
、
し
か
も
復
興
支
援
が
し
は
し
は
実
情
と
か

け
離
れ
た
外
国
人
の
ア
イ
デ
ア
で
行
わ
れ
、
彼
ら
の
存
在
が
新
政
府
に
と
っ
て
大
き
な
壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
。

0
二
年
一

0
月
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
は
七
万
人
の
国
軍
創
設
を
発
表
、
兵
士
の
訓
練
を
始
め
た
も
の
の
、
そ
の
月

給
は
三

0
ド
ル
で
、
米
軍
に
直
接
雇
用
さ
れ
る
傭
兵
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
（

O
-
年
―
―
一
月
に
行
わ
れ
た
ト
ラ

ボ
ー
ラ
の
作
戦
で
は
、
多
い
と
き
に
は
日
給
二

0
0
ト
ル
が
傭
兵
に
支
払
わ
れ
た
）
。
し
か
も
、
最
も
危
険
に
含

ら
き
れ
る
の
は
国
軍
兵
士
で
あ
る
。

0
三
年
三
月
に
イ
ラ
ク
攻
撃
が
始
ま
る
と
、
米
軍
や
国
際
治
安
支
援
部
隊
へ

の
攻
撃
が
倍
増
し
、
ド
イ
ツ
兵
四
人
が
白
昼
の
自
爆
テ
ロ
で
死
亡
し
た
。
だ
が
、
ア
フ
ガ
ン
兵
の
こ
の
程
度
の
犠

牲
は
日
常
茶
阪
事
で
あ
り
、
は
と
ん
ど
報
道
さ
れ
な
い
。
か
く
て
ア
フ
ガ
ン
合
同
軍
兵
上
の
離
反
が
報
ぜ
ら
れ
、

カ
ー
ブ
ル
の
治
安
さ
え
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

す
で
に

0
―
一
年
秋
の
段
階
で
、

N
G
O
の
一
部
や
国
連
筋
が
国
際
治
安
支
援
部
隊
の
地
方
展
開
を
要
請
し
た
が
、

当
時
そ
の
総
指
揮
を
と
っ
て
い
た
ト
ル
コ
軍
の
ゾ
ル
ル
少
将
は
「
不
可
能
だ
」
と
き
っ
ぱ
り
否
定
し
た
。
代
わ
っ

て
米
英
の
音
頭
で
登
場
し
た
の
が
「

N
A
T
O
軍
派
遣
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
N
A
T
O
加
盟
国
を
一

九
か
ら
二
六
ヶ
国
に
増
や
し
て
機
動
部
隊
を
創
設
。
テ
ロ
リ
ス
ト
存
在
の
疑
い
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

緊
魚
出
動
し
、
当
事
国
の
了
承
な
し
に
攻
撃
す
る
。
指
揮
は
米
軍
高
官
が
と
る
」

(
O
二
年
―
一
月
一
六
日
付

ガ
ー
テ
ィ
ア
ン
紙
）
と
い
う
、
国
家
の
主
権
を
否
定
す
る
驚
く
べ
き
内
容
た
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
も
さ
し
た
る
物

議
を
か
も
す
こ
と
な
く
、

0
三
年
八
月
か
ら

N
A
T
O
軍
の
カ
ー
ブ
ル
逝
駐
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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一
方
、
イ
ラ
ク
開
戦
の
後
で
さ
え
月
間
一
億
ド
ル
以
上
の
戦
費
を
費
や
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
軍
の

「
タ
リ
バ
ン
／
ア
ル
カ
イ
ダ
掃
討
」
は
決
し
て
進
ん
だ
と
は
言
え
な
い
。
東
部
・
南
部
で
の
米
軍
や
外
国
団
体
へ

の
襲
撃
は
今
や
日
常
化
し
、
さ
ら
に
激
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ン
空
燥
の
前
後
か
ら
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
英
米
の
圧
力
で
ア
フ
ガ
ン
政
策
を
一
八

0
度
転
換
し
た
。

ザ
イ
ー
フ
旧
タ
リ
バ
ン
政
権
大
使
の
逮
捕
、
マ
ド
ラ
サ
（
イ
ス
ラ
ム
の
伝
統
的
寺
子
屋
）
の
統
制
、
親
タ
リ
バ
ン

的
な
閣
僚
の
罷
免
、

I
S
I
（
軍
統
合
情
報
部
）
の
人
事
更
迭
、
地
元
宗
教
指
導
者
の
弾
圧
な
ど
を
矢
継
ぎ
早
に

実
施
し
た
。
こ
れ
は
多
く
の
パ
キ
ス
タ
ン
国
民
の
間
に
懐
疑
と
反
発
を
生
み
出
し
、
特
に
ア
フ
ガ
ン
東
部
に
隣
接

す
る
北
西
辺
境
州
と
バ
ル
チ
ス
タ
ン
州
の
住
民
は
、
「
ア
ル
カ
イ
ダ
狩
り
」
の
名
で
行
わ
れ
た
米
軍
の
露
骨
な
進

駐
と
軍
事
活
動
に
猛
反
発
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

01
―年一

0
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
主
義

政
党
が
大
躍
進
し
、
大
統
領
支
持
政
党
は
過
半
数
を
割
り
、
彼
ら
の
声
を
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
パ
キ

ス
タ
ン
自
身
が
、
現
在
分
裂
の
危
機
を
牢
ん
で
い
る
。
北
西
辺
境
州
（
人
ロ
一
千
万
）
で
は
、

01
―
年
―
一
月
、

住
民
の
圧
倒
的
支
持
で
親
タ
リ
バ
ン
原
理
主
義
の
州
政
府
が
誕
生
し
た
。
「
わ
が
国
は
ア
メ
リ
カ
の
愧
儡
か
」
と

州
高
官
自
ら
が
公
然
と
米
軍
の
活
動
を
非
難
し
、
隣
接
の
ア
フ
ガ
ン
東
部
（
ク
ナ
ー
ル
州
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
、

パ
ク
テ
ィ
ア
州
、
ロ
ー
ガ
ル
州
）
で
確
実
に
不
穏
な
情
勢
を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
れ
に
同
地
域
を
根
拠
地
と
し
て
、
ヒ
ク
マ
テ
ィ
ヤ
ル
元
ア
フ
ガ
ン
暫
定
政
権
首
相
が
タ
リ
バ
ン
勢
力
と
の
共

闘
を
宣
言
、
聖
戦
を
呼
び
か
け
、
事
態
を
い
っ
そ
う
複
雑
に
し
て
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
に
タ
リ
バ
ン
指
導
層

が
潜
伏
し
て
い
る
と
見
た
米
軍
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
両
政
府
軍
を
使
っ
て
挟
み
撃
ち
作
戦
を
展
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開
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
「
部
族
自
治
区
」
に
兵
を
進
め
た
。
し
か
し
、
同
地
域
は
か
つ
て
の
英
国
支
配
時
代
に

最
も
頑
強
な
反
英
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い
よ
い
よ
泥
沼
に
引
ぎ
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
タ
リ
バ
ン
を
追
撃
し
て
き
た
米
軍
が
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
友
軍
と
思
わ
れ
た
武
装
勢

力
に
発
砲
さ
れ
て
戦
闘
状
態
と
な
り
、
そ
の
報
復
で
米
軍
が
モ
ス
ク
や
学
校
を
「
誤
爆
」
し
て
多
数
の
村
民
が
死

傷
、
一
挙
に
住
民
を
敵
に
回
し
た

(
O
二
年
―
一
月
）
。
逆
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
国
軍
が
米
軍
に
協
力
し
て
自
治
区

の
武
装
解
除
に
乗
り
出
し
、
武
装
勢
力
を
追
っ
て
国
境
を
越
え
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
の
武
装
勢
力
と
衝
突
す
る
事
件

も
起
き
て
い
る

(
0
三
年
七
月
）
。

だ
が
、
も
っ
と
底
辺
の
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
政
治
的
な
動
き
は
さ
は
ど
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
根
底
的
に

ア
フ
ガ
ン
社
会
を
律
す
る
の
は
、
地
縁
と
血
縁
で
あ
る
。
地
緑
は
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
）
に
代
表
さ
れ
、
血
縁
は
地

域
を
超
え
て
家
族
や
部
族
の
動
向
を
律
す
る
。
ア
フ
ガ
ン
東
部
は
二
四

0
0
キ
ロ
に
及
ぶ
長
大
な
国
境
で
パ
キ
ス

タ
ン
西
側
地
域
と
接
し
て
い
る
。
二
千
万
人
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
諸
部
族
は
国
境
を
越
え
て
、
血
縁
関
係
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
長
大
な
国
境
の
監
視
な
ど
不
可
能
で
あ
り
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
部
族
間
の
敵
対
・
協
力
関
係
は

読
み
取
れ
な
い
。
そ
の
上
、
米
軍
の
強
引
な
「
捜
索
方
法
」
は
多
数
の
農
民
を
巻
き
添
え
に
し
、
相
当
な
反
感
を

買
っ
て
い
る
。
表
向
き
穏
や
か
で
も
、
一
般
の
住
民
感
情
は
敵
意
と
軽
蔑
に
満
ち
て
い
る
。
今
後
、
米
軍
と
そ
の

同
盟
軍
は
政
治
的
意
図
と
は
無
関
係
に
、
報
復
の
掟
に
長
く
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
、
カ
ー
ブ
ル
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
「
血
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
あ
り
、
政
治
的
立

場
を
超
え
て
強
力
な
絆
が
水
面
下
に
存
在
す
る
。
そ
の
絆
は
タ
リ
バ
ン
協
力
者
か
ら
米
軍
協
力
者
ま
で
、
一
農
民
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か
ら
政
府
高
官
に
至
る
ま
で
及
ん
で
お
り
、
敵
味
方
の
識
別
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。

U
タ
ー
ン
す
る
難
民
た
ち

ア
フ
ガ
ン
復
興
の
最
も
雄
弁
な
指
標
は
、
難
民
の
動
向
で
あ
る
。

0
二
年
一
月
に
在
パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
フ
ガ
ン

難
民
は
二

0
0万
人
と
発
表
さ
れ
、

0
二
年
三
月
か
ら
―
二
月
ま
で
に
一
七

0
万
人
が
帰
還
し
た
と
報
告
さ
れ
た
。

だ
が
今
年
三
月
に
再
開
さ
れ
た
帰
還
計
画
で
は
「
一
八

0
万
人
を
三
年
間
で
帰
還
さ
せ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
多
く
の
難
民
が

U
タ
ー
ン
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
国
民
の
九
割
を
占
め
る
農
民
や
遊

牧
民
に
と
っ
て
、
難
民
化
の
本
当
の
理
由
は
、
二

0
0
0
年
に
本
格
化
し
た
大
旱
魃
で
あ
っ
た
。

W
H
o
（
世
界

保
健
機
関
）
が
早
く
か
ら
「
四

0
0
万
人
が
飢
餓
線
上
に
あ
る
」
と
警
告
し
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
復
興
支
援
」
で
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
奇
怪
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

U
N

H
C
R
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
の
現
場
の
担
当
者
自
身
が
「
（
今
回
の
帰
還
計
画
が
）
無
理
な
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
や
国
際
社
会
の
威
光
の
妥
協
の
産
物
で
す
が
、
そ
れ
で
も
何
も
し
な
い

よ
り
は
…
…
」
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

0
二
年
一
月
の
「
復
興
支
援
・
東
京
会
議
」
で
難
民
が
過
剰
な
期
待
を
持
っ
た
の
は
事
実

で
、
衣
食
住
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
噂
を
信
じ
て
帰
還
し
た
者
が
多
か
っ
た
。
備
還
に
際
し
て
一
人
当
た
り
一
〇

ド
ル
が
支
払
わ
れ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
と
て
も
生
活
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
砂
漠
化
し
た
村
で
途

方
に
暮
れ
、
主
要
都
市
で
職
に
あ
り
つ
け
な
い
者
は
、
再
び
間
道
を
通
っ
て
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ン
ヘ
の
道
を
た
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ど
っ
た
。
「
人
と
活
気
で
あ
ふ
れ
始
め
た
カ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
報
道
は
、
飢
餓
地
獄
で
う
ご
め
く
無
数
の
人
々
が

い
た
こ
と
を
伝
え
な
か
っ
た
。
だ
が
彼
ら
の
困
窮
が
長
引
け
ば
、
東
京
会
議
の
共
同
議
長
国
で
あ
る
日
本
の
国
際

的
信
用
の
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

対
日
感
情
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
に
悪
化
の
兆
し
が
あ
る
。
今
年
―
二
月
の
「
イ
ラ
ク
攻
撃

反
対
」
デ
モ
で
は
、
日
章
旗
が
英
米
の
国
旗
と
並
ん
で
焼
き
捨
て
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
親
日
感
情
の

強
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
以
前
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

外
国
か
ら
の
支
援
は
、
話
題
性
が
な
く
な
る
と
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
は
過
去
の
経
験
か

ら
骨
身
に
し
み
て
知
っ
て
い
る
。
実
際
に
か
な
り
の

N
G
O
が
イ
ラ
ク
に
移
っ
た
り
、
大
幅
な
規
模
縮
小
を
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
農
業
、
畜
産
、
給
水
、
灌
漑
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
の
中

で
は
、
未
曾
有
の
旱
魃
に
危
機
感
を
持
つ
者
が
し
だ
い
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
人
権
委
員
会
は
、
タ
リ
バ

ン
兵
捕
虜
二
千
人
の
虐
殺
事
件
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
犠
牲
者
な
ど
の
調
査
に
乗
り
出
し
、
少

し
ず
つ
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
行
方
と
日
本

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
山
の
国
で
あ
る
。
世
界
の
屋
根
の
一
翼
、
険
し
い
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
が
国
士
の
大

部
分
を
占
め
、
互
い
に
隔
絶
し
た
諸
渓
谷
が
ひ
し
め
き
合
う
。
こ
の
地
理
的
条
件
が
人
々
の
共
同
体
の
あ
り
方
を

ふ

き

規
定
し
て
き
た
。
自
給
自
足
の
農
村
生
活
が
独
立
不
覇
の
気
風
を
育
み
、
幾
多
の
民
族
移
動
や
征
服
の
荒
波
に
洗
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し
か
し
、

わ
れ
、
時
に
内
部
抗
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
外
来
者
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
テ
コ
で
も
動
か
ぬ
保

守
性
が
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」
と
い
う
固
有
の
宇
宙
を
守
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

あ
る
米
軍
士
官
は
「
タ
リ
バ
ン
兵
は
、
昼
間
は
普
通
の
農
民
の
顔
を
し
て
お
り
、
夜
に
な
る
と
凶
暴
な
攻
撃
者

け
い

に
変
わ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
慧
眼
で
あ
る
。
も
と
も
と
「
タ
リ
バ
ン
」
に
代
表
さ
れ
た
宗
教
主
義
は
、

必
ず
し
も
ア
ル
カ
イ
ダ
な
ど
の
国
際
原
理
主
義
運
動
と
は
直
結
し
な
い
。
む
し
ろ
「
ア
フ
ガ
ン
国
粋
主
義
」
と
も

言
う
べ
ぎ
も
の
で
、
ア
フ
ガ
ン
農
村
、
特
に
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
人
共
同
体
を
律
す
る
掟
の
真
髄
を
表
す
も
の
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
政
治
勢
力
と
し
て
の
タ
リ
バ
ン
が
消
滅
し
て
も
、
タ
リ
バ
ン
を
生
み
出
し
た
土
壌
は
変
わ
ら
な
い

ち
ん
に
ゅ
う

だ
ろ
う
。
人
々
は
旧
ソ
連
軍
が
侵
攻
し
た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
間
入
者
に
対
し
て
は
戦
い
、
利
を
得
れ
ば
和
し

て
耕
す
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
国
に
よ
る
「
正
義
」
の
押
し
つ
け
や
性
急
な
近
代
化
は
、
事
態
を
こ
じ
ら
せ
、
い
た
ず

ら
に
憎
悪
を
増
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
亡
霊
同
士
の
終
わ
り
な
き
戦
い
だ
。
タ
リ
バ
ン
の
亡
霊
に
挑
戦
す
る

「
国
際
杜
会
」
に
も
ま
た
実
体
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
境
の
混
乱
は
既
述
し
た
が
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
・
南
部
で
は
米
兵
が
安
全
に
地
上
を
移
動
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
危
な
い
地
上
戦
闘
は
地
元
軍
閥
に
下
請
け
さ
せ
る
の
で
、
米
軍
自
身
が
中
央
に
帰
属
し
な
い
軍
閥
の
存
続
を

助
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
米
軍
が
い
る
限
り
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
は
国
家
統
一
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

米
軍
が
去
れ
ば
即
座
に
崩
壊
す
る
と
い
う
矛
盾
の
中
で
延
命
し
て
い
る
。

01
―
一
年
四
月
、
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
米
国

防
長
官
は
、
「
公
約
さ
れ
た
総
選
挙
を
実
施
、
そ
の
後
に
撤
退
」
と
声
明
し
た
。
実
際
の
軍
事
作
戦
領
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N
A
T
O
軍
が
前
面
に
出
よ

域
は
拡
大
、
六
月
に
な
っ
て
「
国
際
治
安
支
援
部
隊
の
地
方
展
閑
」
が
主
張
さ
れ
、

う
と
し
て
い
る
。

一
般
の
民
衆
は
生
ぎ
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
少
な
く
と
も
東
部
で
は
、
米
軍
の
存
在
を
快
く
思
う
者
は

は
と
ん
ど
い
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
で
も
パ
キ
ス
タ
ン
で
も
、
「
圧
倒
的
多
数
の
反
米
的
な
民
衆
と
、
一
握
り
の
親
米

的
政
権
」
と
い
う
図
式
が
定
着
し
た
。
襲
撃
は
米
軍
や
同
盟
軍
だ
け
で
な
く
、
外
国
の

N
G
O
、
国
際
赤
十
字
、

国
連
組
織
に
も
向
け
ら
れ
始
め
て
い
る
。

0-
―
一
年
三
月
に
は
国
連
職
員
が
死
亡
、
四
月
に
は
ユ
ニ
セ
フ
の
ジ
ャ
ラ

ラ
バ
ー
ド
事
務
所
か
爆
破
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ
れ
を
一
部
過
激
勢
力
の
行
為
だ
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

背
景
に
は
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
復
興
、
貧
困
層
の
い
っ
そ
う
の
困
窮
で
、
「
『
支
援
]
で
ア
フ
ガ
ン
人
が
食
い
も

の
に
苔
れ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
が
行
き
渡
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
外
国
人
職
貝
は
米
軍
と
同
様
、
現

場
に
あ
ま
り
出
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
地
元
の
請
負
業
者
に
打
せ
る
こ
と
か
多
い
。
紙
上
の
報
告
と
は
異
な
る
粗

雑
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
地
元
民
は
知
っ
て
い
る
。

長
期
的
に
は
「
米
軍
は
い
ず
れ
旧
ソ
連
と
同
じ
道
を
た
ど
る
」
と
人
々
は
信
じ
て
い
る
。
米
英
か
「
ア
フ
ガ
ン

を
成
功
例
に
」
イ
ラ
ク
戦
火
を
拡
大
し
、
「
日
本
占
領
を
モ
デ
ル
に
」
復
興
を
図
る
な
ら
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
」

は
H
本
の
未
来
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
世
界
が
狭
く
な
り
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
で
、
時
代
の
奔
流
は
す
べ
て
を
押
し
流
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
巨
大

な
山
塊
は
、
ま
る
で
濁
流
に
動
ぜ
ぬ
岩
盤
の
ご
と
く
、
よ
り
大
き
な
視
点
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
く
れ
る
。

表
層
の
政
治
的
動
き
と
は
無
関
係
に
、
ア
フ
ガ
ン
の
人
々
の
関
心
か
「
い
か
に
耕
し
、
い
か
に

4
き
延
び
る
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か
」
と
い
う
、
平
和
な
農
村
共
同
体
の
回
復
に
あ
る
こ
と
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
足
り
な
い
。
そ
し
て
、
小
手

先
の
政
治
改
革
や
目
先
の
教
育
・
経
済
投
資
で
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
救
え
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
政
治
・

軍
事
介
入
に
至
っ
て
は
論
外
だ
。
本
当
に
彼
ら
が
欲
す
る
も
の
を
探
り
、
人
間
と
し
て
の
一
致
点
に
お
い
て
、
見

返
り
を
求
め
ず
、
彼
ら
が
生
き
る
た
め
の
協
力
を
惜
し
ま
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
そ
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
」
は
、
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
次
世
代
の
共
生
に
つ
い
て
、
豊
か
な
知
恵
を
約
束
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

(
2
0
0
3
.
9
)
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恩
讐
を
超
え
て

気
温
が
五

0
度
に
追
る
炎
天
下
、
―

1
0
0
人
の
村
民
、

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
の
職
貝
、

若
い
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
汗
を
流
す
。
シ
ャ
ベ
ル
、
ツ
ル
ハ
シ
を
振
る
っ
て
溝
を
掘
り
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
う
な
り
を
上
げ
て
土
石
を
か
き
除
け
る
。
遠
く
で
は
轟
音
と
共
に
料
石
塊
が
燥
破
さ
れ
る
。
熱

風
と
砂
廂
か
し
ば
し
ば
作
業
を
中
断
さ
せ
る
。

五
月
上
旬
、
や
っ
と
灌
漑
用
水
路
叶
皿
が
本
格
化
し
た
。
行
く
手
に
広
が
る
涙
々
た
る
荒
野
か
、
か
つ
て
豊
か

な
田
園
だ
っ
た
こ
と
を
信
す
る
外
国
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
民
の
九
割
を
占
め
る
農
民
た
ち
に
と
っ
て
、
最

も
深
刻
な
の
が
旱
魃
で
あ
る
。
四
年
日
に
入
っ
て
も
収
ま
る
気
配
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
で
は
依
然
と
し

て
各
地
で
砂
漠
化
か
進
行
し
て
い
る
。
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三
年
前
か
ら
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
東
部
の
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
全
域
で
、
飲
料
水
源
確
保
に
全
力
を
注
い
で
ぎ
た
。

0
三
年
六
月
初
め
現
在
、
井
戸
や
カ
レ
ー
ズ
（
伝
統
的
な
地
下
水
路
）
の
総
作
業
地
九
八
三
ヶ
所
、
う
ち
八
七

三
ヶ
所
で
水
を
得
て
、
多
く
の
村
民
た
ち
の
離
村
・
難
民
化
を
防
い
で
き
た
。
し
か
し
、
飲
料
水
や
診
療
所
だ
け

で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
。
そ
こ
で
、
大
規
模
な
灌
漑
計
画
と
な
っ
た
。

旱
魃
は
地
球
温
暖
化
と
明
ら
か
に
関
係
し
て
い
る
。
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
万
年
雪
は
、
夏
に
解
け
出
し

て
沃
野
を
提
供
す
る
巨
大
な
貯
水
槽
で
あ
る
。
幾
千
万
年
も
の
間
、
そ
れ
は
無
数
の
生
命
を
支
え
続
け
て
き
た
。

そ
の
雪
が
、
標
高
四
千
メ
—
ト
ル
以
下
で
は
完
全
に
消
え
て
い
る
。
冬
の
積
害
が
初
夏
ま
で
に
流
れ
去
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
立
て
た
戦
略
は
、
比
較
的
低
い
山
の
雪
に
依
存
し
て
き
た
地
域
に
は
無
数
の
井
堰
．
溜
池

で
貯
水
し
、
万
年
雪
が
残
る
五
千
メ
ー
ト
ル
級
以
上
の
山
か
ら
流
れ
出
す
河
か
ら
は
、
傍
流
を
引
き
込
む
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
以
外
に
生
き
残
る
策
な
し
と
見
て
、
「
灌
漑
・
一
五
ヶ
年
計
画
」
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
の
第
一
弾
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、
現
在
の
用
水
路
建
設
で
あ
る
。
約
二
億
円
を
投
じ
て
、
全
長
一
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
一
年
で
通
水
、
約
二
千
ヘ
ク
タ
—
ル
を
潤
す
。
旱
魃
の
実
情
は
凄
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
、
当
初
の
予

定
灌
漑
面
積
を
拡
大
、
流
量
を
毎
秒
―
ニ
ト
ン
、
小
麦
の
予
想
生
産
高
を
約
二
万
ト
ン
以
上
に
引
き
上
げ
ぎ
る
を
得

な
か
っ
た
。
実
現
す
れ
ば
、
成
人
一
五
万
人
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。

水
面
幅
四
、
五
メ
ー
ト
ル
、
ト
ン
ネ
ル
ニ
一
ヶ
所
、
水
道
橋
一
ヶ
所
、
取
水
口
に
は
二
重
の
水
門
を
つ
け
て
備

え
る
。
作
業
工
程
は
、
大
半
を
伝
統
的
な
技
術
に
頼
っ
た
。
即
ち
、
大
半
が
盛
り
土
、
植
林
、
石
組
み
、
蛇
籠
の

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
岩
盤
の
掘
削
の
み
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
い
、
水
門
付
近
だ
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
う
。
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恩讐を超えて

実
際
、

近
代
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
め
の
水
路
は
、
完
成
後
の
見
栄
え
は
良
い
が
、
地
元
民
が
維
持
で
苔
な
い
。

数
年
ご
と
に
壊
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
残
骸
が
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
現
地
に
馴
染
ま
な
い
の
だ
3

と
こ
ろ
で
、
医
療
団
体
で
あ
る
私
た
ち
か
何
故
、
水
路
を
手
か
け
る
の
か
。
現
地
の
病
気
の
大
半
が
清
潔
な
飲

ぼ
う

料
水
の
欠
乏
と
、
栄
養
失
調
を
背
景
に
し
て
い
る
。
厖
大
な
人
々
が
死
に
、
荒
廃
し
た
故
郷
か
ら
逃
れ
た
人
々
が

難
民
化
し
た
。
こ
の
事
実
は
「
国
際
社
会
」
に
遂
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
治
安
の
悪
化
で
外
国
人
は
誰

も
地
方
に
行
き
た
が
ら
な
い
か
ら
だ
。

奥
地
の
ク
ナ
ー
ル
州
で
も
、
迷
惑
な
米
軍
の
活
動
と
対
峙
し
て
、
診
療
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
平
和
賞
受

賞
を
機
に
建
設
中
の
「
沖
縄
ピ
ー
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
完
成
も
間
近
で
あ
る
。

本
当
は
空
爆
11
民
主
化
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
昨
年
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
帰
還
し
た
難
民
は
、
ニ

0
0
万
人
中
一
七

0
万
人
と
発
表
さ
れ
た
が
、
一
五

0
万
人
が
村
で
の
暮
し
が
立
た
ず

U
タ
ー
ン
し
た
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
数
字
か
「
復
興
」
の
実
態
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。

お

ん

し

ゅ

う

き

ゅ

う

て

き

先
ず
生
き
る
こ
と
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
私
た
ち
の
事
業
に
は
、
恩
讐
を
超
え
て
か
つ
て
の
仇
敵
同
士
が
協
力

す
る
。
タ
リ
バ
ン
支
持
者
も
い
る
し
、
北
部
同
盟
軍
の
几
兵
士
も
い
る
。
新
政
権
の
役
人
は
機
材
の
貸
し
出
し
や

安
全
保
障
を
申
し
出
、
「
長
老
会
」
が
背
後
か
ら
私
た
ち
を
守
る
。
彼
ら
に
共
通
し
た
認
識
は
、
荒
廃
し
た
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
再
び
忘
れ
去
ら
れ
、
結
局
自
分
た
ち
自
身
で
後
始
末
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

折
か
ら
、
現
地
で
は
外
国
軍
へ
の
襲
撃
が
活
発
化
し
、
日
本
で
は
イ
ラ
ク
派
兵
11
復
興
支
援
の
決
議
が
国
会
で

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
テ
ロ
戦
争
も
復
興
も
、
黙
々
と
額
に
汗
す
る
人
々
に
は
、
余
り
に
遠
い
世
界
で
あ
る
。
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平
和
を
奪
還
せ
よ

み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
冬
に
入
っ
た
現
地
で
は
、
今

P
M
S
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ

ス
）
の
事
業
が
最
大
の
山
場
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
再
々
会
報
な
ど
を
通
じ
て
報
告
し
て
き
た
灌
漑
用
水

路
の
仕
事
が
、
正
念
場
に
入
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

取
水
す
る
ク
ナ
ー
ル
河
は
、
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流
に
あ
た
り
、
河
川
敷
の
幅
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
と
て
つ

も
な
い
大
河
で
す
。
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
最
高
峰
の
連
山
の
雪
か
ら
溶
け
出
す
水
は
、
季
節
変
動
が
激
し
く
、
夏

と
冬
の
水
位
差
が
一
―
-
•
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ま
す
。
あ
と
三
ヶ
月
も
す
る
と
、
洪
水
の
よ
う
な
雪
解
け
水
が
押
し

寄
せ
ま
す
。
従
っ
て
、
今
冬
に
取
水
口
部
を
仕
上
げ
な
い
と
、
エ
期
を
一
年
延
ば
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

「
こ
の
二
、
三
ヶ
月
が
我
々
の
将
来
を
決
め
る
」
と
宣
言
、
六
百
数
十
名
の
作
業
員
に
よ
る
人
海
戦
術
だ
け
で
な

「
難
民
帰
農
」
こ
そ
真
の
復
輿
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く
、
大
型
掘
削
機
（
ユ
ン
ボ
）
四
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
＝
一
台
、
大
型
ロ
ー
ダ
ー
（
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
）
二
台
、

リ
ー
ト
・
ミ
キ
サ
ー
五
台
、
ト
ラ
ク
タ
ー
一

0
台
以
上
と
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
機
械
力
を
投
入
、
取
水
口
か
ら
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
地
点
に
作
業
員
が
ア
リ
の
よ
う
に
殺
到
、
突
貫
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
主
流
を
堰
き
止
め
て
傍
流
を
作
り
、
川
底
を
干
し
て
取
水
口
部
と
水
門
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
初
め
の
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
相
当
な
水
量
、
毎
秒
約
八
ー
九
ト
ン
を
引
き
入
れ
る
の
で
、
水
路
両
岸
の
洗
屈
が
起
こ
ら
ぬ
よ

う
、
万
全
の
護
岸
工
事
を
行
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
の
部
分
が
遅
れ
て
も
失
敗
し
ま
す
の
で
、
チ
ー
ム
分
け
を

適
切
に
行
い
、
無
駄
な
く
短
期
間
の
う
ち
に
終
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
生
も
現
場
に
張
り
つ
け
に
な
り
、
全
て
に
優
先
、
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
ま
す
。
橋
本
君
を
初
め
、
農
業
や

水
源
事
業
に
か
か
わ
る
日
本
人
青
年
十
数
名
、
一
六

0
名
の
現
地
職
貝
、
そ
れ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の

P
M
S
基
地

じ
ゃ
か
ご

病
院
が
全
面
的
に
支
え
て
い
ま
す
。
取
水
口
お
よ
び
最
初
の
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
け
で
、
護
岸
に
使
う
蛇
籠
が
三

千
個
以
上
、
六
六
ト
ン
の
針
金
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
も
現
場
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
六
月
以
来
奮
闘
し
て
生
産
を

完
了
し
ま
し
た
。
五
月
以
来
の
作
業
員
は
の
べ
五
万
人
を
突
破
、
岩
盤
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
回
数
は
六
千
回
以

上
、
現
在
一
日
一

0
0
発
の
爆
破
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
ば
つ

文
字
通
り
の
「
総
力
戦
」
で
、
十
数
万
人
の
旱
魃
難
民
が
帰
牒
で
き
る
か
否
か
の
瀬
戸
際
で
す
。
地
元
民
も
ア

か
た
ず

フ
ガ
ン
政
府
も
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
私
た
ち
が
採
用
し
た
の
は
、
現
地
の
人
々
が
独
力
で
も
維
持
で
ぎ
る
伝
統
工
法
で
す
。
取
水
口
と
ト
ン

ネ
ル
を
除
け
ば
、
全
て
石
と
土
、
植
林
で
水
路
が
で
き
ま
す
。
護
岸
の
た
め
に
使
用
す
る
柳
の
木
は
、
日
本
在
住

コ
ン
ク
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平和を奪還せよ

た
だ
実
行
あ
る
の
み
。

こ
の
際
、

の
或
る
ア
フ
ガ
ン
人
が
寄
付
し
て
く
れ
、
約
三
万
本
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
非
常
時
に
限
っ
て
、
例
に
よ
っ
て
様
々
な
難
関
に
遭
遇
い
た
し
ま
す
。

―
一
月
二
日
に
は
突
然
米
軍
ヘ
リ
ニ
機
が
旋
皿
し
て
機
銃
掃
射
を
我
々
に
加
え
、
作
業
地
の
平
相
な
ム
ー
ド
が

吹
き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
。
取
水
日
の
あ
る
ク
ナ
ー
ル
州
に
は
、
現
在
米
軍
兵
力
が
続
々
と
集
結
、
不
和
な
雰
囲
気

で
す
。前
後
し
て
北
部
の
ガ
ス
ニ
州
で
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
が
殺
害
さ
れ
、
こ
れ
に
抗
議
す
る
国
連
や

N
G
o
（
非
政
府

組
織
）
が
至
る
所
で
活
動
を
停
止
し
ま
し
た
。
カ
ン
ダ
ハ
ル
州
で
は
日
本
の

J
I
C
A
面
国
際
協
力
機
構
）
の
道

路
工
事
が
妨
害
を
受
け
だ
と
聞
苔
ま
す
。
私
た
ち
の
主
な
活
動
地
で
あ
る
ニ
ン
グ
ラ
ハ
几
州
で
も
、

P
M
S
以
外

の
動
彦
は
殆
ど
な
い
よ
う
で
す
。

イ
ラ
ク
参
戦
の
影
響
か
、
対
日
感
情
に
も
陰
り
か
見
ら
れ
ま
す
。
職
貝
の
寝
泊
り
す
る
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療

所
で
は
、
「
日
本
人
医
療
関
係
者
を
来
さ
せ
る
な
」
と
付
近
住
民
が
抗
議
し
ま
す
。
ク
ナ
ー
ル
州
や
ヌ
ー
リ
ス
タ

ン
の
職
貝
交
代
も
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
年
前
の
空
爆
下
で
も
、
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。

こ
れ
に
心
な
い
愚
行
が
加
わ
り
ま
す
。
作
業
地
対
岸
で
行
わ
れ
た
外
国

N
G
O
の
工
事
の
影
響
で
水
流
が
変
化
、

激
流
が
川
沿
い
の
国
道
を
破
壊
、
私
た
ち
の
水
路
の
一
部
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
守
る
余
分
な
丁
事
も
、
結

局
私
た
ち
自
身
が
冬
の
間
に
や
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

憤
惑
や
る
か
た
な
い
職
員
一
回
を
叱
咤
し
、
「
議
論
の
た
め
の
議
論
は
無
用
。
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全
責
任
は
中
村
か
と
る
故
、
限
ら
れ
た
期
間
内
で
各
自
の
持
分
を
果
た
す
こ
と
」
と
、
全

t
程
の
指
示
を
私
か
出

け
ん
こ
う

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
臨
戦
態
勢
で
張
り
詰
め
た
空
気
か
み
な
ぎ
っ
て
い
ま
す
が
、
み
な
廊
気
軒
昂
で
す
。

で
も
、
拾
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
。
日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
中
に
は
七
本
に
明
る
い
若
者
、
飛
び
入
り
で
駆

け
つ
け
た
五
十
代
の
石
橋
さ
ん
が
掘
削
機
械
の
経
験
者
、
農
業
担
当
の
橋
本
君
が
よ
く
皆
を
ま
と
め
、
心
強
い
限

か
ん
が
い

り
で
す
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
ル
政
府
の
「
灌
漑
省
」
か
ら
「
日
本
人
技
師
を
伴
っ
て
説
明
せ
よ
」
と
呼
び
出
し
を
く

ら
い
、
そ
れ
ま
で
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
出
張
所
か
ら
無
体
な
要
求
を
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
、
悪
く
す
れ
ば
作
業
中

止
命
令
か
と
恐
れ
て
出
頭
し
ま
し
た
。
し
か
し
意
外
に
も
「
外
国
人
か
引
き
上
げ
る
こ
の
時
期
に
、
よ
く
ぞ
」
と

激
質
さ
れ
、
進
ん
で
協
力
を
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
3

今
、
殆
ど
が
農
民
た
る
ア
フ
ガ
ン
人
が
欲
す
る
の
は
、
食
糧
と
平
和
な
村
々
の
阿
復
で
す
。
東
部
ア
フ
ガ
ン
は

み

ぞ

う

未
曾
有
の
旱
魃
で
耕
地
か
砂
漠
化
し
、
大
Fl

軍
の
難
民
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
大
都
市
に
流
れ
、
治
安
悪
化

の
背
漿
を
な
し
て
い
る
ご
と
を
認
め
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
建
設
中
の
用
水
路
は
十
数
万
人
の
帰
農
を
促
し
、
少

な
か
ら
す
地
域
の
平
和
に
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
と
こ
ろ
現
地
で
は
、
米
軍
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
国
連
組
織
や
日
際
赤
十
字
、
外

国
N
G
o
へ
の
襲
撃
事
件
が
盛
ん
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
ア
フ
ガ
ン
人
は
恩
知
ら
ず
だ
」
と
言
っ
て
撤
退
し

た
国
際
団
体
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
地
側
が
当
惑
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も
「
復
興
」
が
「
破
壊
」
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
、
そ
れ
も
外
国

人
の
満
足
か
優
先
す
る
か
ら
で
す
。
結
局
、
軍
事
的
干
沙
は
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
結
果
を
生
み
ま
し
た
。
人
々
が
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平和を奪還せよ

生
ぎ
る
た
め
の
無
私
の
支
援
な
ら
、
ど
う
し
て
武
力
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
活
動
は
皆
こ
ぞ
っ
て

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
少
な
く
と
も
地
上
で
、
一
度
も
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
歓

迎
さ
れ
た

U
章
旗
で
す
が
、
「
日
本
政
府
と
は
無
関
係
だ
」
と
明
言
せ
ぎ
る
を
得
な
い
事
俯
に
ぷ
七
り
ま
し
た
か
、

そ
れ
で
も
日
本
人
の
誇
り
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
和
と
は
消
極
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
戦
争
以
上
に
忍
耐
と
努
力
、
強
さ
が
要
り
ま
す
。
「
平

和
」
は
、
私
た
七
の
祖
先
が
血
を
流
し
て
得
た
結
論
の
筈
で
す
。
弱
い
者
に
拳
を
振
り
上
げ
て
絶
叫
す
る
の
は
、

人
と
し
て
卑
怯
か
つ
下
品
な
行
為
で
す
。
ひ
と
つ
の
国
が
軍
隊
（
自
衛
隊
）
を
動
か
す
こ
と
が
ど
ん
な
重
大
事
な

の
か
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
愚
か
さ
と
無
関
心
は
、
近
い
将
来
、
よ
り
大
き
な
ッ
ケ
を
払
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
日
本
は
既
に
米
国
の
一
州
と
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
是
翡
も
な
く
、
尊
敬
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
攻
撃
の
対
象
と

な
る
の
は
時
間
の
問
題
で
し
ょ
う
。
ひ
し
ひ
し
と
迫
る
破
局
の
予
感
の
中
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現
状
を
見
て
、

「
こ
の
償
い
を
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と
言
い
た
い
の
が
実
感
で
す
。

そ
れ
で
も
悲
憤
を
抑
え
、
「
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち
が
此
処
に
い
る
の
だ
」
と
言
い
聞
か
せ
、
砂
漠
化
し
た
大

地
が
緑
化
す
る
幻
を
見
て
は
、
わ
が
身
を
励
ま
す
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

(
2
0
0
3
-
.
1
2
.
1
7
)
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